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 10月28日、29日の二日間にわたり、二年生（普通科・文理科学科）が研修旅行で三重県を訪れました。

新型コロナウイルス流行の影響で、やむを得ず行き先や行程等を変更せざるを得ませんでしたが、学年の親睦

を深め、生徒達の満足度はとても高く、充実した二日間を過ごすことができました。 

●1日目●    *…*…伊勢神宮・鳥羽水族館・なばなの里…*…* 

●2日目●     *…*…ナガシマスパーランド…*…* 

●生徒感想（抜粋）● 

・クラスの皆との旅行はとても楽しかった。旅行においては「どこへ」は

もちろん大事だが、「誰と」や「いつ」も大事な要素であり、今しかでき

ないことが達成できたことが嬉しかった。 

・班行動やバスの移動中など、今まであまり話したことのないクラスメイ

トともたくさん話して相手のことを知ることができたし、既に仲が良かっ

た友達の新たな一面も知ることができて、仲が深まった。 



福高Topics!! ～部活動がんばってます！！～ 

＞＞陸上競技部 

第53回近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会 走幅跳・100ｍで２冠達成！！ 

 9月18日（金）～20日（日）にヤンマーフィールド長居（大阪）で開催された、第53

回近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会に１年生の選手が１年男子走幅跳と１年男

子100mに出場しました。結果は走幅跳が7m16、100mが10秒98で２種目ともに優勝

しました。競技レベルの高い近畿地区の選手を抑えて優勝することは１種目でも難しいこ

とですが、２冠を達成するという快挙を成し遂げました。 

第55回京都府高等学校ジュニア陸上競技対校選手権大会にて優勝！！ 

 10月17日（土）～18日（日）に山城総合運動公園陸上競技場で開催された、第55回

京都府高等学校ジュニア陸上競技対校選手権大会の男子400ｍで２年生の選手が50秒10

で優勝しました。気温が低く、良い条件とはいえませんでしたが、自身の持てる力を発揮

しました。 

 

 10月25日（日）に京都文教大学で実施された、第37回京都府高等学校総合文化祭

において、放送部は下記のとおりの成績を収めました。 

   ☆ オーディオピクチャー部門   「福知山にきゅんっ」  第１位  

 ☆ アナウンス部門    2年生女子  第３位  

   ☆ 朗読部門     ２年生女子    第２位  

 ☆ アナウンス部門新人戦  １年生女子  第１位        

 オーディオピクチャー作品、２年生女子２名は来年度全国高等学校総合文化祭和歌山大会の出場推薦候補となりま

す。 

 10月24日（土）に、次年度の全国高等学校総合文化祭（全総文）の京都

府代表生徒の選考会が行われました。京都府代表として、全総文（美術工芸

部門・平面）に出品できる生徒は５名です。その５名の枠に、美術部の２年

生の２名が選出されました。来年７月に行われる全総文（和歌山大会）に向

けて、新しい作品に取り組んでいきます。 

 バスケットボール、バレーボール、卓球、バドミントン、ソフト

テニスの各部が、両丹の予選を勝ち抜くなどして府下大会に出場

し、日ごろの練習の成果を発揮しています。中でも、女子ソフトテ

ニス部は部員すべてが１年生ですが、両丹地域の予選を経て府下大

会に出場しました。ソフトテニスが大好きな選手が多く、これから

が楽しみです。 

 

＞＞放送部 

＞＞美術部 

＞＞多くの部活動が府下大会に出場！！ 

 10月31日（土）に中丹地域の府立学校の文化部が集まり、中丹学校文化祭が開催され、吹奏楽

部・音楽部・書道部・美術部・写真部が参加しました。右のＱＲコードを読み取ると吹奏楽部の演

奏または音楽部の合唱を視聴することができます。今年度、コロナ禍のため多くの発表の場がなく

なり残念な思いもある中、心をこめて演奏（合唱）しました。是非、聴いてください。 

＞＞中丹学校文化祭 



  

 WWLの一環として、オーストラリアのクイーンズランド工科大学と本校及び府立鳥羽高校をオンラインで結

び、遠隔授業を実施しました。 

 クイーンズランド工科大学の先生を講師として、グローバル社会を生きて

いくために必要不可欠な資質である異文化理解や多文化共生について学びま

した。 

 授業は全て英語で行われ、内容も高度なものでしたが、スライド資料や動

画だけでなく、意見共有アプリやクイズ用アプリを使用することで、講義の

内容について積極的に思考を深めることができました。また、外国を含む３

つの会場を結んでの授業は、遠隔地にいても共に学ぶことができる近未来の

教室を想像させる、わくわくするような体験でした。 

クイーンズランド工科大学遠隔授業 

 

 ２学期以降、１年生文理科学科の総合的な探究の時間「みらい学Ⅰ」では「SDGs×地域課題研究」と題し

て、京都府北部地域の課題について知識を深め、解決策を提案することを目指して、探究活動を進めています。

11月11日には福知山公立大学の杉岡秀紀准教授を講師に招き、中間交流会を実施しました。これまでの研究の

中間発表を行い、意見交流を行う中で新たな視点や見識を得ることができました。これからさらに研究が発展し

ていくことが期待されます。 

  [研究テーマ・リサーチクエスチョンの例] 

 ・福知山市における慢性期医療を必要とする患者を支える仕組みを提案する 

 ・「城下町」福知山！ー歴史ある福知山の魅力を市内の人と共有するにはどうすればいいかー 

福知山高校は、本年度からこの指定を受けていま

す。右図にあるように、様々な地域の高等学校や国

内外の大学、企業、国際機関等が協働して高度な学

びを実現します。本年度はWWL高校生サミットに本

校生徒が参加し、SDGsのテーマを取り上げ、オン

ラインで全国の生徒が「みらい」を語り合いまし

た。 

WWL 

って何だろう？ 

[生徒の感想] 

 自分たちでリサーチクエスチョンを立てて研究していくこと自体初めての経験で、

疑問だらけだったけれど研究していくとパズルが完成するように前に進んでいると感

じることができ、様々な面においての成長にも繋がったと感じました。 

ＷＷＬによる高度な学びを提供します！ 

WWLとは「Worldwide Learning コンソーシアム構築支援事

業」の略称で、これから訪れる新しい社会Society5.0を見据え

「チャレンジ精神を持って世界に羽ばたく人材」を育てるための

文部科学省の事業のことです。 

みらい学Ⅰ 「SDGs×地域課題研究」中間交流会  



《普通科卒業生》▶▶▶旅行会社社員 

 私は大学卒業後に旅行会社に入社して、現在は福知山の営業所で勤務し

ています。仕事内容は中学、高校の修学旅行や語学研修などの、プラン作

成や添乗業務を行っています。福知山高校の3年間は、日々の授業と野球

部での活動で忙しい毎日でしたが、とても充実した学校生活を送ることが

できました。そんな日々を送れたのも、素晴らしい同級生や目標になる先

輩、尊敬できる先生方と巡り会えたからだと思います。卒業して10年経ち

ますが、今でも大切にしていることが2つあります。それは、どんなとき

も例外を作らないことと、自分を客観的に見ることです。福知山高校には

自分を成長させてくれる、最高の環境が整っていると私は思います。 

              《普通科卒業生》▶▶▶中学校教諭    

 現在、文部科学省の教員派遣制度でニューヨーク日本人学校に赴任し、数

学を教えています。忙しくも充実した日々の中で、次の目標に向けて精進し

ています。私は高校時代から数学が好きでしたが、英語や歴史が苦手でし

た。しかし、福知山高校の先生方の授業や課題は、常に生徒の躍進をサポー

トしてくださる素晴らしいものであり、今でも印象に残っているものが多々

あります。レストランで隣に座った夫婦と、英語で中国史について会話する

など、当時は想像もしていませんでした。思いがけないチャンスを掴んだと

き、自分のものにできるかどうかが大切です。高校生活での勉強、部活、学

校行事などの一つ一つをどれだけ一生懸命取り組むかが、それを左右すると

私は思います。今思えば、私が福知山高校で学んだことに無駄なことは一つ

もありませんでした。 

 《普通科卒業生》▶▶▶医師 

 福知山高校を卒業してから8年が経ち、現在私は医師2年目として、様々な

診療科を回りながら医学について学んでいます。医師は人の健康、生死にも

関与する特殊な職業であり非常にやりがいのある仕事だと思います。私は中

学生の時から医師になると決めており、進学のために福知山高校を選びまし

た。医学部に入ってしまうと意外と閉鎖的で医療系以外をめざす方と触れ合

う時間は少なく、高校時代の同級生との関わりが自分の知らない広い社会を

知るために意外と大事だったなと考えたりします。高校は様々な職種を目指

す人と関わり視野を広げるチャンスです。部活、勉学、恋愛、様々な経験を

して多くの人とかかわることは将来の糧となります。ぜひ福知山高校で充実

した学生生活を送ってください。 

       《文理科学科卒業生》▶▶▶放送局社員 

 私は現在、大阪のテレビ局で働いています。テレビの仕事と聞いて日々ど

んなことをしているか想像がつくでしょうか。案外、福知山高校で過ごした

３年間と似ているのではないかと私は思っています。みんながまだ知らない

ことを調べて発信することは、文理科学科で経験したみらい学に通ずるもの

がありますし、部活動で培った体力・精神力はハードな仕事の上で欠かせま

せん。何より文化祭などの行事を通して感じた、人を楽しませることの楽し

さを今も追い求めているのかもしれません。高校は勉強をする場所ですが、

勉強だけをする場所とは思いません。福知山高校で体験できる日々の学校生

活、部活動、行事、独自のカリキュラムなどを通して大いに遠回りしてくだ

さい。きっと将来につながる何かに出会えると思います。 

社会で活躍する卒業生より 
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